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はじめに

2017年6月に宗岡正二・前会長より全日本柔道連盟の会長職を引き
継いだ山下泰裕でございます。「変えねばならないところは徹底的に
変え、変えてはならないことは徹底的に守り抜く」という大方針を継
承し、日本柔道界が今後も国民の皆様へ勇気と感動を与えられるよう
諸事業を進めて参る所存です。
宗岡前会長には引き続き、当連盟の加盟団体のひとつである全日本

実業柔道連盟の会長として日本柔道界の発展に貢献していただきます。
ご支援をいただいております賛助会員の皆様のお力添えを引き続き賜
りたく、何卒よろしくお願い申し上げます。
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2017年度 主要事業

当連盟では2019年東京世界選手権大会、2020年東京オリンピッ
ク・パラリンピックを見据え、メダルを目指すトップ選手の育成は勿
論の事、青少年健全育成、海外への柔道普及、人づくり人間教育とし
ての安心安全な柔道の推進を継続的に展開して参ります。

①トップアスリートの世界的活躍
（2019東京世界選手権、2020東京オリンピック・パラリンピック）

②国内柔道普及（被災地支援含む少年柔道教室）

③視覚障害、知的障害柔道との連携

④国際貢献（学生ボランティア派遣、リサイクル器材供与）

⑤柔道MIND活動による人間教育

⑥柔道事故防止・ゼロ活動推進
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トップアスリートの世界的活躍
（ブダペスト世界選手権 戦績一覧）
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男子選手： 女子選手：

階級 氏名 所属先 成績 階級 氏名 所属先 成績

+100㎏ 王子谷 剛志 旭化成株式会社 3回戦敗退 +78㎏ 朝比奈 沙羅 東海大学3年
準優勝
銀メダル

+100㎏ 原沢 久喜 日本中央競馬会 2回戦敗退 -78㎏ 梅木 真美 ALSOK
準優勝
銀メダル

-100kg ウルフアロン 東海大学4年
優勝

金メダル
-78㎏ 佐藤 瑠香 コマツ 第5位

-100kg 羽賀 龍之介 旭化成株式会社 2回戦敗退 -70㎏ 新井 千鶴
三井住友海上火災保険

株式会社
優勝

金メダル

-81㎏ 永瀬 貴規 旭化成株式会社 4回戦敗退 -57㎏ 芳田 司 コマツ
準優勝
銀メダル

-73㎏ 橋本 壮市 パーク２４株式会社
優勝

金メダル
-52kg 志々目 愛 学校法人了德寺学園職

優勝
金メダル

-66㎏ 阿部 一二三 日本体育大学2年
優勝

金メダル
-52kg 角田 夏実 学校法人了德寺学園職

準優勝
銀メダル

-60㎏ 髙藤 直寿 パーク２４株式会社
優勝

金メダル
-48㎏ 渡名喜 風南 帝京大学4年

優勝
金メダル

-60㎏ 永山 竜樹 東海大学3年 3回戦敗退 -48㎏ 近藤 亜美
三井住友海上火災保険

株式会社
第3位

銅メダル

男女混合団体戦：金メダル（初優勝）

※メダル獲得数 男子：金4 銀0 銅0 女子：金3 銀4 銅1



トップアスリートの世界的活躍
（ブダペスト世界選手権メダリスト）
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田知本遥選手



少年柔道教室（今年度開催一覧）
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※前年度開催25ヶ所、総参加人数6,120名。前年度より規模を拡大して展開しております。

No.
都道
府県

開催日 場所
参加
人数

No.
都道
府県

開催日 場所
参加
人数

1 千 葉 5月21日（日） 千葉県武道館 280名 16 東 京 10月1日（日） 講道館大道場 460名

2 広 島 5月28日（日） 広島県立総合体育館 250名 17 福 島 10月9日（月・祝） 郡山市総合体育館 160名

3 富 山 6月25日（日） 県営富山武道館 300名 18 島 根 10月14日（土） 島根県立松江武道館 150名

4 宮 城 7月9日（日） 石巻市総合体育館 200名 19 鹿児島 10月15日（日） 鹿児島県総合体育センター 200名

5 山 口 7月16日（日） 柳井市武道館 220名 20 茨 城 10月15日（日） 筑波大学武道館 130名

6 熊 本 7月17日（月・祝） 阿蘇青少年交流の家体育館 120名 21 和歌山 11月23日（木・祝） 和歌山県立武道館 180名

7 長 野 7月23日（日） 小諸市武道館 180名 22 岐 阜 11月23日（木・祝） 岐阜メモリアルセンター 270名

8 京 都 8月5日（土） 京都市武道センター 300名 23 北海道 11月26日（日） 函館アリーナ武道館 110名

9 高 知 8月11日（金・祝） 高知県立武道館 130名 24 静 岡 12月3日（日） 静岡市北部体育館 200名

10 岡 山 8月12日（土） 岡山武道館 150名 25 埼 玉 12月16日（土） 埼玉県立武道館 150名

11 香 川 8月26日（土） 香川県立武道館 210名 26 秋 田 2月18日（日） 秋田県立武道館 210名

12 山 形 9月3日（日） 山形県総合運動公園 110名 27 宮 崎 2月24日（土） KIRISHIMAツワブキ武道館 200名

13 石 川 9月30日（土） 石川県立武道館 170名 28 沖 縄 2月25日（日） 沖縄県立武道館 170名

14 栃 木 10月1日（日） 栃木県武道館 200名 29 群 馬 3月4日（日） ＡＬＳＯＫぐんま武道館 600名

15 山 梨 10月1日（日） 小瀬スポーツ公園武道館 300名 30 佐 賀 3月21日（水・祝） 佐賀県総合体育館 140名



少年柔道教室 実施風景
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柔道forALL 各障害者柔道との連携強化
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健常者、障害者の隔てなく多くの方に柔道の価値を共有し、多様な可能性
を持つのが柔道です。柔道forALLの取り組みを推進して参ります。
昨年7月には知的障害者柔道の振興に関する意見交換会を実施致しました。



学生ボランティア海外派遣
（夏季派遣学生一覧）
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No. 派遣先 大学名 学年 性別 期間

1
中国・青島

筑波 院1年 女性
8/16～8/25

2 東海 3年 女性

3
中国・南京

東海 4年 男性
8/16～8/25

4 皇學館 3年 男性

5
モンゴル

皇學館 3年 男性
9/4～9/13

6 東海 3年 男性

7

ネパール

皇學館 4年 男性

9/11～9/208 東海 3年 男性

9 当連盟 職員 女性



学生ボランティア海外派遣
（春季派遣学生一覧）
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No. 派遣先 大学名 学年 性別 期間

1

ブータン

拓殖 4年 男性

2/5～2/19

2 立命館 3年 女性

3

インドネシア

桐蔭横浜 3年 男性

2/16～2/25

4 拓殖 3年 男性

5

モンゴル

桐蔭横浜 4年 男性

2/21～3/4

6 拓殖 3年 男性



学生ボランティア海外派遣
事前国内研修プログラム

開催場所：講道館
11

日時 AM PM

夏：6/30

春：1/12

13:00～全柔連分室集合、永昌寺及び
講道館資料室見学

14:15～オリエンテーション、
旅行代理店よる海外渡航諸注意

15:00～柔道の歴史と創始
「術から道へのＤＶＤ」

15:30～前回派遣学生の活動報告
月波光貴穂氏（28年度春派遣モンゴル）

16:00～チェックイン、着替え
17:15～18:45基本動作の指導法Ⅰ

全柔連
分室

5階道場

夏：7/1

春：1/13

9:00～10:30
・基本動作の指導法Ⅱ
・トレーニング法(補助と補強)
・寝技の指導法 Ⅰ
10:45～11:45
・寝技の指導法 Ⅱ

5階道場 14:30～16:00
・寝技の指導法 Ⅲ
17:15～17:45
・JICAによるオリエンテーション
～青年海外協力隊について～

5階道場

夏：7/2

春：1/14

9:00～10:30
・立ち技の指導法 Ⅰ
10:45～11:45
・立ち技の指導法 Ⅱ

5階道場 13:30～15:00
・立ち技の指導法 Ⅲ
・国際審判規定
・修了式
・出発までの連絡事項伝達後解散

5階道場



夏季派遣 事前国内研修 （6月30日～7月2日）
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実施風景 中国・南京 派遣期間：8月16日～8月25日
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実施風景 中国・青島 派遣期間：8月16日～8月25日
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実施風景 モンゴル 派遣期間：9月4日～9月13日
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実施風景 ネパール 派遣期間：9月11日～9月20日
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春季派遣 事前国内研修 （1月12日～1月14日）
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実施風景 ブータン 派遣期間：2月5日～2月19日
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実施風景 インドネシア 派遣期間：2月16日～2月25日
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実施風景 モンゴル 派遣期間：2月21日～3月4日
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国際貢献事業リサイクル器材供与一覧（柔道衣・畳）
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No 国 名 支援枚数 発送時期

1 ベトナム 110畳・柔道衣27着 5月に発送、到着済み

2 タイ 100畳 11月に発送、到着済み

・前年度供与実績 柔道畳 1,175畳



柔道MIND活動による人間教育

礼節(Manners)・自立(Independence)・高潔（Nobility)・品格
(Dignity)、これらの頭文字を並べてMIND。柔道をやっている人は礼
儀正しく、品格があると思われる人づくり、人間教育の柔道を啓発し
ています。
このような活動を通じ、柔道場に生き生きと通う子供達が増える。

そしてその中から心身共に優れた実社会を担う人材を輩出することを
目指し柔道MIND活動を推進しています。
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柔道事故防止・ゼロ活動推進
柔道の普及・発展をさせる上で柔道事故に関して当連盟は引き続

きの対策を講じています。特に本年は夏場の事故を防ぐべくSNSに
よる注意喚起情報の発信、ホームページから安全対策チェック表を
ダウンロードできるようにするなど、様々な対応策を講じておりま
す。

また安全性をより高めるべく指導者資格制度の実施と共に新たな
指導者賠償保険制度を導入し、万一の際の救済制度も整備を進めて
います。
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おわりに

将来の日本柔道発展のため、

引き続き御支援の程、

宜しくお願い申し上げます。


